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（百万円未満切捨て）

1. 連結業績
（１）連結経営成績 （％表示は、対前期増減率）

（注）包括利益

（注） １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年９月期に係る

各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっているため、対前期増減率は記載しておりません。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

（注） １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年９月期に係る

各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２.配当の状況

（注） １．2022年９月期における１株当たり期末配当金については、50円から75円に変更しております。詳細については2022年６月27日に公表いたし

ました「株式分割および定款の一部変更、配当予想の修正、並びに株主優待制度に関するお知らせ」をご覧ください。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。年間配当金の表記につきましては、

2021年９月期と2022年９月期は当該株式分割前の１株当たり配当金を、2023年９月期（予想）は当該株式分割後の１株当たり配当金を記載

しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2023年９月期（予想）の１株当たりの配当金は、期末配当金75円、年間配当金75円とな

ります。
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３． （％表示は、対前期増減率）

（注） 当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、当該株式分割後の株式数

により、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

※　注記事項
（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

（3）発行済株式数　（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 株 株

②　期末自己株式数 株 株

③　期中平均株式数 株 株
（注）当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定してお

ります。

（参考）個別業績の概要

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

（注） １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、2022年９月期に係る各数

値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっているため、対前期増減率は記載しておりません。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

（２）個別財政状態

（注） １．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、2022年９月期に係る各

数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．当社は2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前事業年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提
に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営
成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

2022年９月期

64.2

百万円 百万円 ％

業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

百万円 2021年９月期 7,464 百万円7,865(参考) 自己資本

3,458.23                

2021年９月期 11,868 7,464 62.9 3,281.89                

2022年９月期 12,253 7,865

円 銭

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

2022年９月期 210.53 -                       

2021年９月期 260.64 -                       

592 △ 0.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

円銭 円銭

△ 31.7 478 △ 19.2

2021年９月期 9,741 △ 4.9 1,132 44.6 1,149 46.0

百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期 8,927 △ 8.4 744 △ 34.2 785

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期 2,274,336 2021年９月期 2,274,461

2022年９月期の 個別 業績 （2021年10月1日～2022年９月30日）

2022年９月期 2,280,000 2021年９月期 2,280,000

2022年９月期 5,664 2021年９月期 5,664

383 △ 58.0 242 △ 56.8 106.68

％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 10,414 3.3 373 △ 57.2

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

2023年９月期の 連結 業績予想 （2022年10月1日～2023年９月30日）

－ － － －
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  （単位：百万円）

事 業 の 種 類 別 前 期 繰 越 高 当 期 受 注 高 当 期 売 上 高 次 期 繰 越 高

建 設 事 業 11,851 11,001 9,027 13,825

コ ン ク リ ー ト 製 品 事 業 78 934 830 181

不 動 産 事 業 － 118 118 －

売 電 事 業 － 102 102 －

合 計 11,929 12,157 10,079 14,006

１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況が続く

中、国による各種経済支援政策や各種制限の緩和により、経済活動に正常化の動きが見られるものの、新たな変異株

の発生により感染の収束が未だ見通せないことに加え、ウクライナ情勢や中国のゼロコロナ政策等を要因とした、原

材料及び資源価格高騰なども重なり、景気の先行きについては、引き続き不透明な状況が続いております。

　建設業界におきましては、公共投資については国土強靭化政策等を背景に既存インフラの維持管理等を中心に堅調

に推移しており、また、民間設備投資についても持ち直しの動きが続くものの、慢性的な建設労働者不足による労務

費の高騰や、建設資材価格の高騰に伴う建設コストの上昇による受注競争の激化などの影響で、依然として厳しい経

営環境が続いております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は当期経営基本方針として「挙社一致、生産性

向上と働き方改革を推進すると共に、それぞれが関わるインフラ整備事業での高品質と高収益の実現により、次代へ

継続する事業展開を創造する。」を掲げ、鋭意努力してまいりました。その結果、当連結会計年度の売上高は100億

79百万円（前年同期は105億47百万円）、営業利益は８億73百万円（前年同期は12億８百万円）、経常利益は９億13百

万円（前年同期は12億26百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益は５億61百万円（前年同期は６億43百万円）と

なりました。

　当連結会計年度の受注高、売上高及び繰越高は、次のとおりであります。

（注）当期における前期繰越高は、収益認識に関する会計基準等の適用による前期収益１億42百万円を調整したもので

す。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 　ａ.建設事業

　当連結会計年度における建設事業の完成工事高は、90億27百万円（前連結会計年度は86億37百万円）となりまし

た。売上高は増加したものの、原価率の上昇により営業利益は11億65百万円（前連結会計年度は14億78百万円）と

なりました。

 　ｂ.コンクリート製品事業

　当連結会計年度におけるコンクリート製品事業の売上高は、収益認識会計基準等の適用により８億30百万円（前

連結会計年度は17億44百万円）となりました。減価償却費の増加により営業損失は16百万円（前連結会計年度は営

業利益１億32百万円）となりました。

 　ｃ.不動産事業

　当連結会計年度における不動産事業の売上高は、１億18百万円（前連結会計年度は66百万円）となりました。販

売用不動産の売却により売上高は増加したものの、原価率の上昇により営業利益は48百万円（前連結会計年度は45

百万円）となりました。

 　ｄ.売電事業

　当連結会計年度における売電事業の売上高は、１億２百万円（前連結会計年度は98百万円）となりました。営業

利益は51百万円（前連結会計年度は44百万円）となりました。
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第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

自己資本比率（％） 57.3 56.7 58.4 62.6 63.8

時価ベースの自己資本（％） 18.2 24.3 24.7 27.8 23.5

債務償還年数（年） 1.3 68.5 0.5 0.5 －

インタレスト・カバレッジ・レシオ 65.4 1.8 148.3 160.3 －

（2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ４億36百万円増加し、127億３百万円となりま

した。主な要因は未収入金が７億94百万円増加したことによるものであります。

　当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ２百万円増加し、45億94百万円となりました。

主な要因は未払法人税等が３億16百万円減少したものの、短期借入金が６億円増加したこと等によるものでありま

す。

　当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ４億34百万円増加し、81億９百万円となりま

した。主な要因は利益剰余金が４億97百万円増加したことによるものであります。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、財務活動によるキャッシュ・フロー

により20百万円増加したものの、営業活動によるキャッシュ・フローにより５億23百万円、投資活動によるキャッ

シュ・フローにより５億72万円それぞれ減少したことにより、前連結会計年度末に比べ10億75百万円減少し、当連

結会計年度末には５億35百万円（前連結会計年度末は16億11百万円）となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における営業活動による資金収支は、５億23百万円の資金減少（前連結会計年度は18億92百万円

の資金増加）となりました。これは主に売上債権及び契約資産の増加が８億74百万円あったことによるものであり

ます。

 　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における投資活動による資金収支は、５億72百万円の資金減少（前連結会計年度は５億68百万円

の資金減少）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が５億49百万円あったことによるものであ

ります。

　 　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における財務活動による資金収支は、20百万円の資金増加（前連結会計年度は７億８百万円の資

金減少）となりました。これは主に短期借入金の増加が６億円あったことによるものであります。

　なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標群のトレンドは以下のとおりであります。

※自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

１．各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２．株式時価総額は期末時価終値×期末発行済株式総数により算出しております。

３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しておりま

す。有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象としておりま

す。また、利払いについては連結損益計算書の支払利息額を使用しております。

４．第64期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスの

ため記載しておりません。
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(4）今後の見通し

　わが国の経済状況ですが、新型コロナウイルス感染症については、国による各種経済支援政策や各種制限の緩和に

より、経済活動に正常化の動きが見られるものの、ウクライナ情勢や中国のゼロコロナ政策等を要因とした、資源価

格の高騰や原材料価格上昇に加え、長期的な円安も重なり、景気の先行きについては非常に不透明な状況が続くもの

と思われます。

　当社グループの主たる建設事業におきましては、公共投資については国土強靭化政策等を背景に、既存インフラの

維持管理等を中心に堅調に推移しており、民間設備投資についても持ち直しの動きが続いているものの、慢性的な建

設労働者不足による労務費の高騰や、建設資材価格及び資源価格の高騰に伴う建設コストの上昇による受注競争の激

化などの影響で、建設業を取り巻く環境は今後も厳しいものになると予測されます。

　このような経営環境のもと、当社グループは「挙社一致、働き方改革の確実な実施を推進しつつ、継続的な受注拡

大と効率化による高収益構造を目指す。」を次期経営基本方針とし、ＩＣＴ、ＩｏＴ、ＡＩ等の活用を推進し、生産

性向上及び業務効率の向上を図り、更なる利益向上と顧客からの信頼確保に努めてまいります。また、世界的に加速

している、カーボンニュートラルやＳＤＧｓの推進など、環境保全に対する取り組みを進めるとともに、土木・建築

部材のプレキャスト化を推進することで、公共事業だけでなく民間設備投資にも対応できる受注体制の構築を図って

まいります。さらに女性活躍の推進や、次世代への技術や技能を継承するため、若年層の人材確保及び技能労働者の

人材育成を図り、労働者が働きやすい職場環境の整備と処遇改善を積極的に進めてまいります。

　次連結会計年度の通期業績予想は、売上高104億14百万円、営業利益３億73百万円、経常利益３億83百万円、親会

社株主に帰属する当期純利益２億42百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

　なお、今後につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、国際会計基準の適用について適切に対応していく方針で

あります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当連結会計年度
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,711,079 635,513

受取手形・完成工事未収入金等 2,194,351 3,069,297

販売用不動産 83,209 52,698

未成工事支出金 113,528 41,224

商品及び製品 139,653 207,928

仕掛品 3,291 4,843

材料貯蔵品 36,229 40,898

未収入金 438,637 1,233,378

その他 155,946 381,062

貸倒引当金 △300 △500

流動資産合計 4,875,626 5,666,345

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 2,782,150 3,255,888

減価償却累計額 △2,147,021 △2,192,554

建物・構築物（純額） 635,128 1,063,334

機械、運搬具及び工具器具備品 4,519,967 4,764,382

減価償却累計額 △3,859,774 △4,003,634

機械、運搬具及び工具器具備品（純

額）
660,193 760,748

土地 3,506,112 3,507,679

リース資産 978,607 978,607

減価償却累計額 △348,266 △519,921

リース資産（純額） 630,341 458,686

建設仮勘定 671,305 28,388

有形固定資産合計 6,103,081 5,818,836

無形固定資産 22,121 29,515

投資その他の資産

投資有価証券 954,093 935,296

退職給付に係る資産 110,714 68,066

繰延税金資産 54,611 54,793

その他 511,150 497,172

貸倒引当金 △364,524 △366,737

投資その他の資産合計 1,266,044 1,188,591

固定資産合計 7,391,247 7,036,942

資産合計 12,266,874 12,703,288

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

- 5 -

コーアツ工業㈱　(1743)　2022年9月期決算短信



(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当連結会計年度
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,799,165 2,242,543

短期借入金 － 600,000

１年内返済予定の長期借入金 84,888 －

リース債務 170,717 151,619

未払法人税等 380,857 64,357

未成工事受入金 401,129 －

契約負債 － 541,760

完成工事補償引当金 100 100

工事損失引当金 31,900 7,000

賞与引当金 214,791 222,611

役員賞与引当金 8,668 6,521

その他 679,147 362,548

流動負債合計 3,771,365 4,199,061

固定負債

長期借入金 263,286 －

リース債務 468,597 316,977

その他 88,770 77,988

固定負債合計 820,654 394,965

負債合計 4,592,019 4,594,027

純資産の部

株主資本

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 4,956,489 5,453,584

自己株式 △5,631 △5,631

株主資本合計 7,548,357 8,045,453

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 56,140 43,076

退職給付に係る調整累計額 70,357 20,731

その他の包括利益累計額合計 126,497 63,808

純資産合計 7,674,855 8,109,261

負債純資産合計 12,266,874 12,703,288
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

売上高
完成工事高 8,637,470 9,027,439
製品売上高 1,744,580 830,986
不動産売上高 66,251 118,484
売電収入 98,803 102,883

売上高合計 10,547,106 10,079,794

売上原価

完成工事原価 6,608,679 7,428,427
製品売上原価 1,662,067 782,642
不動産売上原価 20,281 69,314
売電原価 53,594 50,882

売上原価合計 8,344,624 8,331,266

売上総利益

完成工事総利益 2,028,791 1,599,012
製品売上総利益 82,513 48,343
不動産売上総利益 45,969 49,169
売電収入総利益 45,208 52,001

売上総利益合計 2,202,482 1,748,527

販売費及び一般管理費 993,743 875,253

営業利益 1,208,739 873,274

営業外収益

受取利息 295 1,155
受取配当金 9,920 11,305
受取賃貸料 9,664 3,932
補助金収入 2,899 3,025
受取保険金 13,741 2,254
作業くず売却益 10,785 35,286
その他 3,294 7,321

営業外収益合計 50,599 64,281

営業外費用

支払利息 11,803 8,028
支払保証料 3,854 4,894
災害事故関係費 12,587 2,743
新型コロナウイルス感染症関連費用 2,500 7,047
その他 2,316 1,511

営業外費用合計 33,062 24,224

経常利益 1,226,275 913,330

特別利益

固定資産売却益 3,213 2,954

特別利益合計 3,213 2,954

特別損失

固定資産売却損 742 －
固定資産除却損 3,277 9,873
減損損失 230,441 1,483
和解金 － 86,000

特別損失合計 234,462 97,356

税金等調整前当期純利益 995,027 818,928

法人税、住民税及び事業税 358,531 228,390
法人税等調整額 △6,764 28,936

法人税等合計 351,767 257,327

当期純利益 643,260 561,601

親会社株主に帰属する当期純利益 643,260 561,601

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

当期純利益 643,260 561,601

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,582 △13,063

退職給付に係る調整額 41,419 △49,625

その他の包括利益合計 32,837 △62,689

包括利益 676,097 498,912

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 676,097 498,912

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,319,000 1,278,500 4,373,884 △5,355 6,966,028

当期変動額

剰余金の配当 △60,654 △60,654

親会社株主に帰属する当期
純利益

643,260 643,260

自己株式の取得 △275 △275

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 582,605 △275 582,329

当期末残高 1,319,000 1,278,500 4,956,489 △5,631 7,548,357

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 64,722 28,937 93,659 7,059,688

当期変動額

剰余金の配当 △60,654

親会社株主に帰属する当期
純利益

643,260

自己株式の取得 △275

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△8,582 41,419 32,837 32,837

当期変動額合計 △8,582 41,419 32,837 615,166

当期末残高 56,140 70,357 126,497 7,674,855

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,319,000 1,278,500 4,956,489 △5,631 7,548,357

会計方針の変更による累積
的影響額

△3,857 △3,857

会計方針の変更を反映した当
期首残高

1,319,000 1,278,500 4,952,632 △5,631 7,544,500

当期変動額

剰余金の配当 △60,648 △60,648

親会社株主に帰属する当期
純利益

561,601 561,601

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 500,952 － 500,952

当期末残高 1,319,000 1,278,500 5,453,584 △5,631 8,045,453

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 56,140 70,357 126,497 7,674,855

会計方針の変更による累積
的影響額

△3,857

会計方針の変更を反映した当
期首残高

56,140 70,357 126,497 7,670,997

当期変動額

剰余金の配当 △60,648

親会社株主に帰属する当期
純利益

561,601

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△13,063 △49,625 △62,689 △62,689

当期変動額合計 △13,063 △49,625 △62,689 438,263

当期末残高 43,076 20,731 63,808 8,109,261

当連結会計年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
　至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 995,027 818,928
減価償却費 421,777 499,599
減損損失 230,441 1,483
貸倒引当金の増減額（△は減少） △99 2,412
完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △100 －
工事損失引当金の増減額（△は減少） 31,900 △24,900
賞与引当金の増減額（△は減少） 15,721 7,819
役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,106 △2,147
退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △38,612 △6,978
受取利息及び受取配当金 △10,215 △12,460
支払利息 11,803 8,028
和解金 － 86,000
有形固定資産除売却損益（△は益） 806 6,918
売上債権及び契約資産の増減額（増加は△） 690,269 △874,945
未収入金の増減額（△は増加） 23,542 △794,741
未成工事支出金の増減額（△は増加） △56,495 72,303
その他の棚卸資産の増減額（△は増加） 71,616 △43,986
その他の流動資産の増減額（△は増加） △61,259 △206,229
仕入債務の増減額（△は減少） △547,988 443,378
未成工事受入金の増減額（△は減少） 209,734 －
契約負債の増減額（△は減少） － 140,533
その他の流動負債の増減額（△は減少） △217,034 △18,038
その他 44,888 6,014

小計 1,817,832 108,993

利息及び配当金の受取額 10,204 12,472
利息の支払額 △11,323 △8,530
和解金の支払額 － △86,000
法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 75,999 △550,364

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,892,712 △523,429

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 △100,000
定期預金の払戻による収入 100,000 100,000
有形固定資産の取得による支出 △544,994 △549,825
有形固定資産の売却による収入 3,273 2,954
有形固定資産の除却による支出 △2,980 △8,635
無形固定資産の取得による支出 △1,320 △13,415
長期貸付けによる支出 △5,000 △5,000
長期貸付金の回収による収入 1,128 3,175
その他 △18,258 △1,893

投資活動によるキャッシュ・フロー △568,150 △572,638

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000 600,000
長期借入金の返済による支出 △280,958 △348,174
社債の償還による支出 △200,000 －
リース債務の返済による支出 △165,839 △170,717
自己株式の取得による支出 △276 △0
配当金の支払額 △60,599 △60,606

財務活動によるキャッシュ・フロー △708,673 20,501

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 615,888 △1,075,566

現金及び現金同等物の期首残高 995,191 1,611,079

現金及び現金同等物の期末残高 1,611,079 535,513

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、工事契約

に関して、従来は工事完成基準を適用していた契約のうち、一定の期間にわたり充足される履行義務について

は、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更

しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積り方法は、見積総原価に対する発生原価の割合（イン

プット法）で算出しております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、履

行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準によって収益を認識して

おります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準

第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益

の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き

(１)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更

を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に

加減しております。

　この結果、従来の方法と比較して、当連結会計年度の売上高が７億79百万円、売上原価が７億88百万円それぞ

れ減少し、営業利益、経常利益、及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ９百万円増加しております。また、利

益剰余金の当期期首残高は３百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示してい

た「未成工事受入金」及び「その他」に含まれる「前受金」は、当連結会計年度より「契約負債」で表示するこ

とといたしました。

なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替を行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありま

せん。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

合計
建設事業

コンクリート
製品事業

不動産事業 売電事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
8,637,470 1,744,580 66,251 98,803 10,547,106 － 10,547,106

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 641,463 1,791 － 643,255 △643,255 －

計 8,637,470 2,386,044 68,043 98,803 11,190,362 △643,255 10,547,106

セグメント利益 1,478,192 132,375 45,940 44,233 1,700,741 △492,002 1,208,739

セグメント資産 4,846,940 2,468,827 1,078,913 457,863 8,852,545 3,414,328 12,266,874

その他の項目

減価償却費 263,287 92,314 3,137 43,850 402,590 19,187 421,777

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

150,138 715,320 780 235 866,475 1,570 868,045

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社は、建設事業及び建設関連事業を中心とした事業を展開しており本社に建設事業、コンクリート製

品事業、不動産事業、売電事業を管理する部署を置き、包括的な戦略を立案し、事業活動を行っておりま

す。

　したがって、当社は事業部門及び子会社を基礎とした製品サービス別のセグメントから構成されてお

り、「建設事業」「コンクリート製品事業」「不動産事業」及び「売電事業」の４つを報告セグメントと

しております。

　「建設事業」は、橋梁工事、基礎工事、橋梁補修工事の施工請負等、「コンクリート製品事業」は、コ

ンクリート二次製品の製造販売、型枠賃貸等、「不動産事業」は不動産の販売及び賃貸、「売電事業」は

太陽光発電による売電に関する事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項に

おける記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益又は損失は、営業損益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及び

振替高は市場実勢価格に基づいています。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年10月１日　至　2021年９月30日）

（注）1.セグメント利益調整額△492,002千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

2.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整しております。

3.セグメント資産調整額3,414,328千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれております。

4.減価償却費の調整額19,187千円の主な内容は、本社管理施設等に係る減価償却費であります。

5.有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,570千円は、本社管理施設等に係る設備投資額でありま

す。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

合計
建設事業

コンクリート
製品事業

不動産事業 売電事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
9,027,439 830,986 118,484 102,883 10,079,794 － 10,079,794

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 249,154 1,071 － 250,226 △250,226 －

計 9,027,439 1,080,141 119,555 102,883 10,330,020 △250,226 10,079,794

セグメント利益

又は損失（△）
1,165,454 △16,297 48,834 51,527 1,249,518 △376,244 873,274

セグメント資産 6,368,924 2,429,329 1,043,774 416,857 10,258,886 2,444,401 12,703,288

その他の項目

減価償却費 276,347 166,111 3,959 40,222 486,641 12,958 499,599

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

86,553 101,230 － － 187,784 6,825 194,609

当連結会計年度（自　2021年10月１日　至　2022年９月30日）

（注）1.セグメント利益又は損失の調整額△376,244千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

2.セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整しております。

3.セグメント資産調整額2,444,401千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれております。

4.減価償却費の調整額12,958千円の主な内容は、本社管理施設等に係る減価償却費であります。

5.有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額6,825千円は、本社管理施設等に係る設備投資額でありま

す。

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日
至　2022年９月30日)

１株当たり純資産額 3,374円54銭 3,565円55銭

１株当たり当期純利益 282円81銭 246円92銭

前連結会計年度
(自　2020年10月１日
至　2021年９月30日)

当連結会計年度
(自　2021年10月１日
至　2022年９月30日)

親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
643,260 561,601

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益（千円）
643,260 561,601

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,274 2,274

（１株当たり情報）

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2022年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。

これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産額」、「１

株当たり当期純利益」を算定しております。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。
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株式分割前の発行済株式総数 760,000株

今回の分割により増加する株式数 1,520,000株

株式分割後の発行済株式総数 2,280,000株

株式分割後の発行可能株式総数 9,120,000株

基準公告日 2022年９月15日

基準日 2022年９月30日

効力発生日 2022年10月１日

変更前 変更後

第５条（発行可能株式総数）

当会社の発行可能株式総数は、3,040,000株

とする。

第５条（発行可能株式総数）

当会社の発行可能株式総数は、9,120,000株

とする。

定款変更の効力発生日 2022年10月１日

（重要な後発事象）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

　当社は、2022年６月27日開催の取締役会決議に基づき、2022年10月１日付で株式分割及び株式分割に伴う

定款の一部変更を行っております。

１．株式分割の目的

　株式分割により、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、投資家の皆様がより投資しやすい環境

を整えるとともに、株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを目的としております。

２．株式分割の概要

　（１）分割の方法

　2022年９月30日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する当社普

通株式を、１株につき３株の割合をもって分割いたしました。

　（２）分割により増加する株式数

　（３）分割の日程

　（４）その他

　今回の株式分割に関して、資本金の額の変更はありません。

３．株式分割に伴う定款の一部変更

　（１）定款変更の理由

　今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2022年10月１日をもって、当社定款第

５条に定める発行可能株式総数を変更いたします。

　（２）定款変更の内容（下線は変更部分）

　（３）定款変更の日程
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